
                                 
 発明的問題解決理論 

「第 22回 日本 TRIZ シンポジウム 2026」発表募集のご案内 

2０26．3. 19   

ＮＰＯ法人 日本 TRIZ協会  

第 22回日本 TRIZシンポジウム実行委員長 

 

創造的な技術革新の技法「TRIZ」について広く発表・討論・交流することを目的に、 以下にて 

NPO法人日本 TRIZ協会は 「第 22回 日本 TRIZシンポジウム 2026」を開催いたします。 

 

   ■日時：   2026 年 9 月 3日（木）～ 4日（金）  (2日間)     

  ■会場：   早稲田大学 西早稲田キャンパス（予定）   対面とオンラインで開催 

  ■シンポジウムテーマ： 「TRIZ と AI の共創で新たな価値を見出そう！」 

  ■基調講演／特別講演 

   ・基調講演： Oleg Feygenson 氏   TRIZ Master. President, MATRIZ Official 

   ・特別講演： 白坂 一 氏   弁理士法人白坂特許事務所 弁理士 

      株式会社 AI Samurai 代表取締役 

TRIZ（発明的問題解決理論）は、産業界における技術革新をはじめ、ソフトウェア開発、業務改革、ビジ

ネスモデル創出など、幅広い分野でその有効性が実証されてきました。近年では AI 技術の急速な進展に

より、TRIZ が持つ体系的な思考プロセスと、AI の持つ探索力・生成力を組み合わせることで、従来では気

づくことが難しかった新たな解決策や価値創出の可能性が広がっています。また、TRIZ と AI の共創は、

問題解決の質とスピードを高め、未来を切り拓く強力な原動力となることが期待されています。 

日本TRIZシンポジウムは今回で第22回を迎え、これまで多くのTRIZ活用事例や研究成果が共有され、

活発な議論を通じて TRIZ の発展に寄与してまいりました。本シンポジウムにおいても 皆さまの取り組み

をご発表いただき、相互に議論することで、今後の業務や研究に役立つ多くの示唆が得られるものと確信

しております。また、ご発表を通じて、新たな人とのつながりや協働の機会が生まれることも期待されます。

皆さまの知恵と知見を共有し、さらなる発展へとつなげる場として、ご活用ください。 

 

どうぞご積極的にご応募くださいますようお願いいたします。 

 

追記：発表者のシンポジウム参加費 

 発表者には、以下の特別価格が適用されます。 

 シンポジウム参加費 

正会員 \14,000 

学生会員 \9,000 

シニア会員 \9,000 

以上 


